
流動化処理土による拡幅盛土工法

○流動化処理工法は、地下空間や狭隘な箇所の埋め戻しに最適な工法です。
○流動化処理土の特徴を利用した鉛直盛土工法を可能にしました。
○道路や鉄道、宅地、公園、レジャー施設など、あらゆる現場の地理、地形
　条件に対して施工が可能です。
○従来、盛土材に不向とされている粘性土等の現場発生土を利用することも
　可能で、土のリサイクルができます。
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ａ．現場発生土のリサイクルが可能です。　　
　
ｂ．現況地盤のまま施工が可能であり、余計な掘削を必要としません。
　　　　
ｃ．大型重機の必要はなく、安全性に優れています。
　　
ｄ．施工が早く、工期の短縮が見込まれます。

●工法の特徴



●従来工法（ＦＣＢ工法）との比較検

○流動化処理土

○簡易壁面材

○補強材（格子状鉄筋等）

○流動化処理土の製造
現地プラントを設置し、現場発生土により流動化処理
土を製造します。また、常設（固定）プラントで製造
した流動化処理土を使用することも可能です。

○打設方法
コンクリートポンプ、シュート、ホッパー等、現場に
合った施工方法で打設します。

○流動化処理土固化後は自立します。壁面材にかか
る側圧は、施工時だけなので簡易パネル等の安価な
材料でも十分です。写真は再生材を使用したブロッ
クを使用しています。

○補強材は、巨大地震等で発生するせん断破壊を防
止します。格子状鉄筋、ジオグリッド等の材料を使
用します。
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特　　　徴

①現場発生土の有効利用
②固化後の自立性能
③現場打設の制約が少ない
④難透水層を形成する

①軽量性
②固化後の自立性能
③打設高さが１ｍ／日とされている
④現場発生土の有効利用ができない
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●主な使用材料



標準的な施工手順

１．背面地盤の掘削および整形

２．排水材の設置

排水材

３．基礎材掘削

４．基礎材設置

排水材

基礎材

５．壁面材設置

６．埋戻し

排水材

基礎材

７．水抜き設備設置

排水材

基礎材
水抜きパイプ

１．背面地盤の掘削および整形

　施工中の降雨等による法面の侵食、崩壊を防止すること、および
　排水材を　設置するための下地処理を行います。

２．排水材の設置（必要に応じて）

　流動化処理土は難透水層を形成するため、現地盤に地下水、雨水等が
　滞水する可能性があります。これらを外部に排出するため、一定間隔に
　排水材を設置します。

３．基礎材掘削および４．基礎材設置

　壁面材を支持する基礎材を設置します。また基礎材設置において掘削、
　床均し作業を行います。

５．壁面材設置および６．埋戻し

　基礎材に壁面材を設置します。壁面材には流動化処理土の乾燥防止効果
　を求め、施工時の側圧に耐えられる構造で　あれば形状は問いません。
　埋戻しは　流動化処理土の他に山砂、現地発生土、砕石等で行います。

７．水抜きパイプの設置（必要に応じて）

　排水材から浸透する雨水、地下水等を外部に排出させるため、水抜き
　パイプを設置します。

８．壁面材の設置

　先に設置された壁面材に追加していきます。

９．流動化処理土による埋戻し

　流動化処理土を施工することで、自立構造体を作成することができます。

１０．補強材の設置

　補強材を設置することでせん断補強がされ、より一体化し安定した
　土構造物が作成できます。
　従来の補強土壁と比べ、補強材の長さが短くなります。

１１．繰り返し工程による施工

　８・９・１０の工程を繰り返すことより、所定の高さまで施工を行います。

１２．天端仕上げおよび次工程

　天端は流動化処理土の乾燥を防止するために覆土をします。
　その後は目的に応じた施工を行います。
　たとえば、道路拡幅、宅地造成、公園等を作成します。

９．流動化処理土による埋め戻し
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